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人口………6,876人（△  1）�
男…………3,213人（　  5）�
女…………3,663人（△  6）�
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越
知
町
長

吉
岡
　
珍
正

新
越
知
町
制
50
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
「
越
知
町
」
は
、

昭
和
の
大
合
併
（
町
村
合
併
促
進

法
）
に
よ
り
、
昭
和
29
年
３
月
20

日
に
大
桐
村
、
横
畠
村
と
合
併
。

同
年
４
月
15
日
佐
川
町
尾
川
の
一

部
、
同
年
７
月
20
日
明
治
村
、
長

者
村
の
一
部
、
同
年
10
月
10
日
佐

川
町
山
室
、
昭
和
33
年
４
月
１
日

佐
川
町
黒
岩
の
一
部
を
編
入
し
現

在
の
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
合
併
ま
で
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
内
に
お
い
て
、
厳
し
い
や

り
と
り
や
、
衝
突
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
お
互
い
の

越
知
町
議
会
議
長

片
岡
　
清
則

10
月
25
日
の
町
制
50
周
年
記
念

式
典
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
数
の

ご
出
席
を
賜
り
、
盛
大
に
挙
行
で

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
式
典
に

お
い
て
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
様
方
に
は
、
長
年
の
ご
功

績
に
敬
意
を
表
し
、
あ
ら
た
め
て

お
祝
い
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。本

町
は
、
昭
和
29
年
か
ら
33
年

に
か
け
て
、
横
畠
村
、
大
桐
村
、

明
治
村
、
長
者
村
、
佐
川
町
の
一

部
と
合
併
し
、
現
在
の
越
知
町
が

誕
生
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
・
経
済
各
般
に
わ
た
り
、

波
乱
・
激
動
の
時
代
か
ら
変
転
き

わ
ま
り
な
い
50
年
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
先
人
の
方
々
の
尊
い
ご
努

力
に
よ
り
、
町
勢
は
着
実
に
発
展

を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

感
情
も
、
時
間
の
過
ぎ
て
い
く
中

で
、
い
い
方
向
に
進
展
し
、
落
ち

つ
い
た
越
知
町
を
形
勢
し
て
参
り

ま
し
た
。
美
し
い
清
流
仁
淀
川
、

平
家
伝
説
に
つ
つ
ま
れ
た
霊
峰
横

倉
山
、
に
よ
ど
か
あ
に
ば
る
の
花

火
大
会
、
秋
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
な

ど
、
多
く
の
住
民
が
安
心
し
て
楽

し
く
暮
ら
す
事
の
出
来
る
越
知
町

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
の
中

で
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
、
バ

ブ
ル
の
崩
壊
、
平
成
の
大
合
併
と

大
き
な
う
ね
り
の
中
で
翻
弄
さ
れ

ま
し
た
。
合
わ
せ
少
子
高
齢
化
や

過
疎
化
に
は
歯
止
め
は
か
か
ら

ず
、
地
域
の
将
来
に
黒
い
か
げ
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

数
年
、
医
療
や
福
祉
制
度
が
大
き

く
変
化
し
高
齢
者
や
障
害
者
に
は

大
変
厳
し
い
社
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
景
気
は
益
々
低
迷
し

て
い
ま
す
し
、
都
市
と
地
方
の
格

差
も
い
ぜ
ん
と
し
て
進
ん
で
い
ま

す
。
特
に
財
政
力
の
弱
い
高
知
県

で
す
か
ら
、
雇
用
の
問
題
も
含
め
、

益
々
若
者
の
流
出
が
進
ん
で
い
ま

す
。
地
方
自
治
体
は
今
、
三
位
一

体
の
改
革
の
中
で
大
変
厳
し
い
運

営
を
し
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
改
革
の
中
で
最
大
の
努
力

を
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
不
透

明
な
将
来
を
考
え
ま
す
と
、
尚
、

一
層
の
努
力
を
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
「
私
た
ち
の
越

知
町
」
を
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力

や
、
関
係
機
関
の
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
、
守
り
つ
づ
け
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
為
に
は
、
50
周
年
の
節
目
を
大

変
重
要
な
時
と
位
置
づ
け
、
心
あ

ら
た
な
決
意
を
持
ち
、
原
点
に
か

え
り
力
強
く
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
様
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
、
並
び
に
関
係

各
方
面
の
格
別
の
ご
指
導
・
ご
支

援
を
賜
り
、
生
活
環
境
や
道
路
交

通
網
の
整
備
拡
充
、
教
育
・
福
祉

の
向
上
、
農
業
・
商
工
・
観
光
の

振
興
な
ど
、
着
々
と
前
進
を
続
け
、

50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
社
会
情
勢
の
急
速
な

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

町
勢
発
展
は
も
と
よ
り
、
周
辺
市

町
村
、
さ
ら
に
は
高
知
県
全
域
の

発
展
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
先
人
が
築
き
上
げ

た
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
全
町
民
を

挙
げ
て
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
や

地
域
住
民
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
本
音
で
言
え
る
、
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
郷
土
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町

民
の
皆
様
や
関
係
各
位
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
さ
ら
な
る
努
力
を

尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
町
の
限
り
な
い
発
展
に
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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10
月
25
日
（
土
）、
町
民
会
館
に
お
い

て
、
新
越
知
町
制
50
周
年
記
念
式
典
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
来
賓
・
町
関
係
者
ら
約

200
人
が
出
席
し
、
町
の
半
世
紀
の
歩
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
吉
岡
町
長
が
「
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
”私
た
ち
の
越
知
町
“
を
守

り
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

思
い
を
熱
く
語
り
、
衆
議
院
議
員
山
本
有

二
さ
ん
、
高
知
県
副
知
事
十
河
清
さ
ん
ら

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

各
分
野
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
、

感
謝
の
意
を
表
す
表
彰
が
行
わ
れ
、
36
の

個
人
・
団
体
が
そ
の
栄
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
越
知
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

越
知
小
学
校
の
南
中
ソ
ー
ラ
ン
や
津
野
山

神
楽
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
式
典

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

新新新新
越越越越
知知知知
町町町町
制制制制
55550000
周周周周
年年年年
記記記記
念念念念
式式式式
典典典典

【地方自治の発展】

武政浩太郎
箭野　寅喜
野々村　優
寺村　晃幸
山橋　正男
藤原　忠一
片岡　廣海
片岡　健吉
古味　良一
高橋　勝麿
狩野　榮
【教育の振興】

山中　半
山地　亮孝
藤原　修一
西森　正
故　宮崎彌太郎
【商工業および鉱業の発展】

四国部品株式会社
【農林水産業の振興】

斎藤　秀夫
片岡　清則
山� 耕助
今成園芸組合
【建設業の発展】

有限会社　大幸建設
有限会社　横畠建設
【社会福祉の増進】

山地　三子
箭野　貞雄
西森登志喜
【火災、水害その他災害の防除】

藤原　忠正
橋詰　征朗
大原　邦雄
矢野　一郎
井上　直一
小田淳太郎
山本　攝
【善行表彰】

氏原　和子
大田　博志
大田　美恵

記念表彰受賞者・団体（敬称略）
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盛

大

に

開

催

第
23
回
高
知
県
小
学
生
空
手
道

大
会
が
11
月
２
日
（
日
）
に
町
民

総
合
運
動
場
体
育
館
で
行
わ
れ
、

約
220
名
の
小
学
生
が
参
加
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
片
岡
漱
君
が
力
強
く
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
お
ち
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
総
勢
14

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
低
学

年
団
体
形
の
部
で
は
、
準
優
勝
に

入
賞
す
る
な
ど
熱
い
声
援
に
応
え

健
闘
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
大

会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関

係
者
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

11
月
９
日
に
高
知
市
で
行
わ
れ
た
「
全
国
青
少

年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
記
念
高
知
県
大
会
で
青

少
年
育
成
越
知
町
民
会
議
（
会
長
　
吉
岡
珍
正
）

が
青
少
年
育
成
国
民
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

越
知
町
民
会
議
は
、
昭
和
53
年
に
設
立
以
来
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
・
犯
罪
防
止
に
町
民

総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
補
導
活
動
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
補
導
員
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
保
護
士
等
の
皆
様
方
に
は
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
町
民
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 青

少
年
育
成
国
民
会
議

会
長
表
彰
を
受
賞

無
病
息
災
・
家
業
繁
栄

な
ど
を
願
っ
て

毎
年
恒
例
の
越
知
町
商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る

「
お
な
ば
れ
」
が
11
月
10
日
に
越
知
保
育
園
児
や
中
学
生

な
ど
、
約
200
人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
無
病
息
災
・
家
業
繁
栄
な
ど
を
願
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
越
知
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
先
頭
に
天
狗
や
鬼
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
に
仮
装
し
た
行
列
や
御
神
輿
を
担
ぎ
白
装
束
に
身

を
包
ん
だ
勇
壮
な
一
行
が
、
坂
折
川
か
ら
商
店
街
な
ど

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
葉
荘
や
山
�
病
院
で
は
、
巫
女
姿
に
扮
装

し
、
伝
統
芸
の
浦
安
の
舞
を
披
露
す
る
と
観
客
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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“韓
国
行
っ
て
き
ま
し
た
ん
！
！
♪
”

国
際
交
流
員
　
孫ソ

ン

仙ソ
ン

正
ジ
ョ
ン

ご
報
告
し
ま
す
〜
！
　
越
知
町
国
際

交
流
協
会
韓
国
研
修
団
16
人
、「
ソ
ン
ち

ゃ
ん
と
一
緒
に
眠
れ
な
い
２
泊
３
日
！

わ
く
わ
く
ソ
ウ
ル
！
」
の
ハ
ー
ド
コ
ー

ス
を
無
事
に
踏
破
し
、
越
知
町
に
戻
り

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
〜
！

広
報
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、

11
月
７
日
夜
ソ
ウ
ル
到
着
、
9
日
午
後

ソ
ウ
ル
出
発
の
短
い
日
程
で
し
た
け
ど
、

中
身
は
と
て
も
充
実
な
２
泊
３
日
。
年

齢
バ
ラ
バ
ラ
、
体
力
バ
ラ
バ
ラ
の
16
人

に
と
っ
て
、
タ
イ
ト
ル
通
り
眠
れ
な
い

３
日
間
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
♪

「
出
発
の
飛
行
機
に
乗
る
前
、
松
山
空

港
で
、
さ
す
が
越
知
の
皆
さ
ん
は
空
港

に
着
く
や
い
な
や
ビ
ー
ル
を
い
っ
ぱ
い

ず
つ
！
（
笑
）」

コ
ス
モ
ス
を
描
い
た
手
作
り
桃
色

（
ß
）
の
「
越
知
町
ガ
イ
ド
旗
」
を
、
頭

の
上
に
堂
々
と
差
し
込
ん
で
（
！
）
ソ

ウ
ル
都
心
部
を
歩
き
回
っ
た
越
知
町
民

16
人
の
２
泊
３
日
間
の
お
話
、
聞
い
て

く
だ
さ
い
ね
。

７
日
の
午
後
７
時
半
仁
川
空
港
到
着
。

韓
国
一
番
の
繁
華
街
「
明
洞
（
ミ
ョ
ン

ド
ン
）」
の
近
く
に
、
去
年
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
っ
か
り
の
新
し
い
ホ
テ
ル
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が
終
わ
り

次
第
16
人
は
、
１
分
も
惜
し
い
気
持
ち

で
明
洞
に
出
か
け
ま
し
た
！
時
間
は
午

後
10
時
、
メ
ニ
ュ
ー
は
焼
肉
〜
。
き
ゃ
、

幸
せ
ー
ß

あ
っ
と
い
う
間
に
食
べ
終
わ
っ
て
、
夜

の
明
洞
を
ブ
ラ
ブ
ラ
。
午
後
11
時
過
ぎ

に
も
ま
だ
閉
ま
っ
て
な
い
お
店
や
屋
台

は
、
さ
す
が
の
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
コ

リ
ア
」
を
感
じ
さ
せ
ま
す
！

夜
11
時
半
、
買
い
物
に
夢
中
の
女
性

陣
と
、
韓
国
屋
台
に
興
味
津
津
の
男
性

陣
〜
！

し
か
し
、
予
定
し
て
い
た
通
り
、
明

日
は
か
な
り
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

簡
単
な
買
い
物
な
ど
を
済
ま
せ
て
、
午

後
12
時
過
ぎ
頃
ホ
テ
ル
に
戻
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
午
前
7
時
半
か
ら
ホ
テ
ル

を
出
発
。
韓
国
最
初
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築

物
で
あ
る
明
洞
聖
堂
を
ち
ょ
こ
っ
と
見

て
、
朝
ご
飯
で
は
栄
養
満
点
の
韓
国
伝

統
お
粥
を
い
た
だ
き
ま
〜
す
！

そ
の
後
の
本
番
コ
ー
ス
は
、
世
界
遺

産
で
あ
る
韓
国
の
宮
殿
、「
昌
徳
宮(

チ

ャ
ン
ド
ッ
ク
ン)

」。
こ
こ
昌
徳
宮
か
ら

は
、
元
国
際
交
流
員
の
尹
さ
ん
が
合
流
、

今
日
一
日
ガ
イ
ド
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
尹
さ
ん
か
ら
、

越
知
町
の
皆
さ
ん
に
も
ヨ
ロ
シ
ク
！
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

昌
徳
宮
は
韓
国
独
特
の
宮
殿
建
築
方

式
（
韓
国
特
有
の
非
定
型
的
造
形
美
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。）
を
代
表
す
る
と
て

も
重
要
な
と
こ
ろ
。
自
然
と
の
調
和
が

と
っ
て
も
美
し
く
て
、
敷
地
全
体
が
一

つ
の
芸
術
作
品
と
い
う
評
価
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
も
運
良
く
昌

徳
宮
の
紅
葉
は
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
！

と
っ
て
も
き
れ

い
な
紅
葉
に
ガ

イ
ド
の
任
務
を

一
瞬
忘
れ
、
一

番
叫
び
ま
わ
る

の
は
ワ
タ
ク
シ

韓
国
人
。（
頭

に
は
変
わ
ら

ず
、
桃
色
の
越

知
町
ガ
イ
ド

旗
。

あ
〜
で
も
今
年
の
秋
は
こ
れ
で
満

足
！
と
言
え
る
ほ
ど
、
１
時
間
半
ゆ
っ

た
り
、
き
れ
い
な
紅
葉
が
満
喫
で
き
ま

し
た
。
し
か
も
気
分
は
す
っ
か
り
朝
鮮

時
代
の
お
姫
様
〜
ß

お
姫
様
の
夢
か
ら
抜
け
出
し
て
次
に

向
か
っ
た
所
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
Ａ
研
修
旅
行

な
ら
で
は
の
大
胆
な
コ
ー
ス
、
韓
国
の

西
大
門
刑
務
所
。
西
大
門
刑
務
所
は
、

1908
年
日
本
占
領
時
代
日
本
に
よ
り
建
て

ら
れ
た
監
獄
で
、
多
く
の
韓
国
独
立
運

動
家
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
歴
史
の
現

場
で
も
あ
り
ま
す
。
約
１
時
間
く
ら
い
、

日
本
語
で
説
明
し
て
く
だ
さ
る
先
生
と

一
緒
に
、
少
し
真
剣
な
気
持
ち
に
な
っ

て
勉
強
を
し
ま
し
た
。

西
大
門
刑
務
所
を
出
る
前
に
案
内
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
と
一
緒
に
記
念
撮

影
。
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
〜
！

ß

１
月
号
に
続
き
ま
す

（＾＾

（
.
’
..
’
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

老
齢
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

●
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
な
く

所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
受
給
者
に
対

し
て
は
、
毎
年
10
月
下
旬
に
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
ま

す
。
こ
の
申
告
書
を
12
月
初
旬
の
提
出
期
限
ま
で
に

提
出
す
る
と
、
翌
年
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
、
各

種
控
除
が
適
用
さ
れ
た
上
で
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

２
年
を
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
以
前
の
保
険
料
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お
得
で
便
利
、
確
実
な
「
口
座

振
替
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
平
成
20
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料

は
全
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
年
末
調
整

ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
は
、
控
除
証
明
や
領
収

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
控
除
証
明
書
は
11
月
に

送
ら
れ
ま
す
。
１
月
か
ら
９
月
の
間
の
納
付
分

（
口
座
振
替
の
場
合
10
月
１
日
引
落
し
分
ま
で
）
と
、

年
内
の
納
付
見
込
み
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

「
悩
み
ご
と
相
談
所
」
の
開
設

12
月
7
日
（
日
）
は
、
高
知
市
中
央
公
園
で
「
じ

ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
こ
う
ち
2008
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
会
場
に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

職
員
が
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
悩
み
ご
と
の

相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

12
月
7
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
会
場
】

高
知
市
中
央
公
園
（「
高
知
地
方
法
務
局
」
の
テ
ン

ト
で
受
付
を
行
い
ま
す
）

【
相
談
担
当
者
】

・
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員

・
法
務
局
職
員

【
相
談
内
容
】

・
く
ら
し
の
法
律
相
談

・
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で
の
悩
み

ご
と
相
談

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

高知県産業振興計画中間とりまとめについてのご意見募集

厳しい状態にある本県経済に活力を取り戻すため、県では、「高知県産業振興計画」づくりを進めています。
この計画で掲げる目標を達成していくには、何よりも、県民の皆様と一緒に取り組んでいけるような内容でな
ければなりません。そのためには、計画づくりの段階から、県民の皆様に共に考えていただくことが重要です。
そこで、中間とりまとめに対するご意見を下記のとおり募集しています。ぜひ資料をご覧いただき、経済の
活性化に向けた皆様の思いあふれるご意見をお寄せください。たくさんのご応募をお待ちしております。

【募集期限】 平成２１年１月９日（金）
【資料閲覧場所】 越知町役場産業建設課内（高知県産業振興計画ホームページでの閲覧も可能）
【応募方法】 郵送、FAX、電子メール
【応募・お問い合わせ先】

〒780-8570 高知市丸ノ内1-2-20 高知県政策企画部政策推進課
TEL 088-823-9332 FAX 088-823-9267 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ122201@ken.pref.kochi.lg.jp
高知県産業振興計画ホームページURL

http://www.pref.kochi.jp/̃seisui/keikaku/keikaku.html



日　　時 試験を実施する免許の種類 会　　場

月
清掃センター

受付時間
曜日

12広報おち＊12月号

情報広場

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

高
知
県
で
は
、
冬
期
の
狩
猟
免

許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
に
お
困
り

の
農
林
業
の
皆
さ
ま
が
自
ら
有
害

鳥
獣
捕
獲
の
手
段
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
農
閑
期
で
あ
る
冬

期
に
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

昨
年
度
か
ら
、
わ
な
猟
の
出
題
範

囲
が
見
直
さ
れ
、
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
受
験
料
】

初
　
心
　
者
：
５，

３
０
０
円

一
部
免
除
者
：
４，

０
０
０
円

【
申
請
書
配
布
場
所
】

○
高
知
県
鳥
獣
対
策
課

○
越
知
地
区
猟
友
会

【
申
請
方
法
】

郵
送
ま
た
は
持
参

【
申
請
受
付
】

平
成
21
年
１
月
７
日
（
水
）

高
知
県
鳥
獣
対
策
課
必
着

【
そ
の
他
】

高
知
県
猟
友
会
に
よ
る
事
前
講

習
会
が
１
月
９
日
（
金
）
に
上
記

試
験
会
場
（
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ
）

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
鳥
獣
対
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
３
９

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

越
知
地
区
猟
友
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
５
１
５

年
末
年
始
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

年
末
年
始
は
、
い
つ
も
ご
み
を

出
し
て
い
る
曜
日
と
異
な
っ
て
い

る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
十
分

確
認
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
、

指
定
さ
れ
た
日
以
外
に
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
で
管
理
し
て
い
る
施

設
で
す
。

地
域
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
ご
み
、
し
尿
、

火
葬
業
務
に
つ
い
て

【
ご
み
】

年
末
の
29
日
か
ら
31
日
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持

ち
込
む
と
き
は
、
可
燃
ご
み
・
不

燃
ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み

に
分
別
し
、
降
ろ
し
や
す
い
状
態

に
し
て
早
め
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み
は
、
５
㎏
に
つ
き
30
円
の

手
数
料
が
必
要
で
す
）

な
お
、
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
に

限
り
各
家
庭
に
年
1
回
、
無
料
処

理
券(

有
効
期
限
12
月
28
日
）
を

発
行
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
環

境
水
道
課
環
境
衛
生
係
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
】

年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取
り

は
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め

に
汲
み
取
り
業
者
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
火
葬
】

高
吾
苑
は
、
１
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
の
間
休
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
受
付
業
務
は
年
末
年
始
も

平
常
ど
お
り
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
３
０
５
）
で
受
付

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

日
衛生センター
受付時間

高 吾 苑

受付業務火葬業務

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

5

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

休　　　み

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～午後4時

午前8時30分～正午

休　　　み

休　　　み

休　　　み

休　　　み

午前8時30分～午後4時

平　　常

平　　常

平　　常

平　　常

平　　常

平　　常

平　　常

休　　み

休　　み

休　　み

休　　み

休　　み

休　　み

平　　常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

休 み

休 み

休 み

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

平 常

12

1

県立ふくし交流プラザ
（高知市朝倉戊３７５-１）

平成21年１月15日（木）
午前10時30分

第一種銃猟
第二種銃猟

平成21年１月16日（金）
午前10時30分

わな猟・網猟


